
筑波大学附属病院水戸地域医療教育センター・
茨城厚生連 総合病院 水戸協同病院

総合病院水戸協同病院　総合内科専門研修プログラム
～ Outstanding Standard ～

　初期研修で培った総合診療能力をさらに深めていく，内科専門医取得のためのプログラムです。
診療科間の垣根のない総合診療体制で，疾患に関わらず主担当医として入院から退院〈初診・入
院～退院・通院〉まで可能な範囲で経時的に，診断・治療の流れを通じて一人一人の患者の全身
状態，社会的背景・療養環境調整をも包括する全人的医療を実践します。
　また，筑波大学附属病院水戸地域医療教育センターを設置し，民間病院の中に国立大学の教育
システムを導入して，筑波大学の教員である医師が共同で診療・教育を行っています。

【研修の特徴】
　・  日本ではまだ少ないホスピタリスト方式の病院です。卒後 1─3年目の内科系研修医・レジ

デントを，全員総合内科チームへの所属としており，すべての内科入院患者は総合内科チー
ムが担当します。ホスピタリスト医がアテンディングとなり，各専門医と連携しながら日々
の診療を行います。

　・  急性期疾患を中心とした豊富な症例を経験できます。3ヶ月間で約 100人の入院患者を担当
します。

　・  外部講師，特に海外からの講師からの指導を受ける機会も非常に多いです。
　・  学会発表や論文作成なども積極的に行なっています。
　・  水戸は東京から特急で 1時間とアクセスが良好です。また，日本最高ランクのスーパー・グ

ルメ地域です。


